



















































































































































































































































































































































































































































が感じられる﹂という形で﹁探偵小説味﹂を積極的に評価してい のに対して、 ﹁報恩記﹂ については ﹁ 愛好家をも喜ばせる作品﹂ ︵前出︶と言っている点 は注意せねばならない。 ﹁をも﹂ いう言葉の中には、本来は探偵小説ではないが、というニュアンスが含まれて るからである。　
甲賀三郎は﹁探偵小説講話︱︱まえ書﹂ ︵ ﹃ぷろふいる﹄一九三五・一︶








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































刑に処せられ無残の最後をとげたさうであるが、庄司、富沢の二甚内はめでたく天寿を全うし畳の上で往生をとげ、一は吉原の起源を造り一は今日の富沢町の濫觴を作 たといふことである﹂とあるように、庄司甚内は後に江戸幕府 許可 得て江戸の各所にあった遊女街をまとめて元吉原とし、名前を甚右ヱ門と改め 元締め なった。鳶沢甚内は幕府の勾坂甚内追討に協力したとも伝えられるが、
後に日本橋で古着商を始め、































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ing  and  T
he book ︶﹄
の
影
響
を
受けている。芥川のブラウニング受容に関しては、水俣真志﹁芥川龍之介﹁報恩記﹂論﹂
﹃熊本県立大学国文研究﹄二〇一〇
･ 一〇︶に
詳しい。
︵
2︶ 　
田村修一
﹁﹁報恩記││命より重い人間の矜持﹂
︵﹃生誕
120
周年
　
芥川龍之介﹄翰林書房、二〇一二
・
一二︶
︵
3︶ 　
川野良
﹁芥川龍之介
﹃報恩記﹄
の
﹁報恩﹂
の陰にかくされたもの﹂
︵﹃岡大国文論稿﹄一九九一
・
三︶
︵
4︶︶ 　
高
橋
博
史﹁芥
川
龍
之
介﹁報
恩
記
﹂
を
読
む
﹂︵﹃国
語
国
文
論
集
﹄
一九九〇
・
三︶
︵
5︶ 　
注︵
3︶に同じ
︵
6︶ 　
奥
野
久
美
子﹁芥
川
龍
之
介﹁鼠
小
僧
次
郎
吉
﹂︵﹃日
本
近
代
文
学
﹄
二〇〇五
・
一〇︶
︵
7︶ 　
海
保
眞
夫﹁芥
川
龍
之
介
と
イ
ギ
リ
ス
の
盗
賊
た
ち
﹂﹃英
語
青
年
﹄
一九八四
・
六︶
︵
8︶ 　
篠崎美生子﹁十円札﹂注解︵
﹃芥川龍之介全集第
11巻﹄岩波書店、
一
九
九
六
・
九
︶
に
よ
る。
随
筆
社
版﹃モ
オ
リ
ス・
ル
ブ
ラ
ン
全
集
﹄
は
所
蔵機関が少なく、詳細は不明。
︵
9︶ 　
栗
田
卓﹁
︿未
完
﹀
と﹁探
偵
小
説
﹂﹂︵﹃立
教
大
学
日
本
文
学
﹄
二〇一四
・
一︶
︵
10︶ 　
吉
田
司
雄﹁ミ
ス
テ
リ
ー﹂
︵﹃芥
川
龍
之
介
大
事
典
﹄
勉
誠
出
版、
二〇〇二
・
七︶
︵
11︶ 　
ウォルター・ベンヤミン・野村修訳﹁ボードレールにおける第二
帝政期のパリ﹂
︵﹃ボードレール│他五篇﹄岩波文庫、一九九四
・
三︶
︵
12︶ 　
注︵
4︶に同じ
︵
13︶ 　
高
橋
龍
夫﹁報
恩
記
－ モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
光
と
影
﹂︵宮
坂
覺
編﹃
 芥
川
龍
之
介と切支丹物﹄翰林書房、
・
四︶
︵
14︶ 　
参照は吉丸雄哉﹁近世における﹁忍者﹂の成立と系譜﹂
︵﹃京都語
文﹄二〇一二
・
一一︶
︵
15︶ 　
丹野顕﹃江戸の盗賊﹄
︵青春出版社、二〇〇五
・
五︶
︵
16︶ 　
阿
媽
港
甚
内
が﹁殺
生
関
白
の
太
刀
を
盗
ん
だ
﹂
こ
と
が
②
と
③
で
語
ら
れ
て
い
る
が、
豊
臣
秀
次
の
関
白
就
任
は
一
五
九
一
年
末、
そ
れ
以
前
の
一五八七年に秀吉が出した﹁伴天連追放令﹂によって京都の南蛮寺は破壊されているので時代考証にはやや難がある。
　
尚、
本
文
中
に
引
用
し
た
芥
川
の
文
章
は
全
て﹃芥
川
龍
之
介
全
集
﹄︵岩
波
書
店、
一
九
九
五
︱
九
八
︶
に
拠
っ
た。
ま
た、
本
稿
は
北
大
推
理
小
説
研
究
会・
忍
術
文
化
研
究
会
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム﹃忍
者
と
探
偵
が
出
会
う
と
き
﹄
﹃︵二〇一四
・
八
・
九︶での口頭発表に基づいている。
︵いぬいえいじろう
　
立教大学兼任講師︶
